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BDHQ の妥当性論文のご紹介  

 

 
BDHQ の妥当性研究の論文（原著）を２つ紹介させていただきます。 

 

■対象者と方法 

全国 3 地域（大阪府、長野県、鳥取県）に住む 30 歳から 76 歳の成人 184 人（男性 92 人、女性 92 人）

を対象として、ていねいな半秤量式の食事記録法を用いて、1年間にわたり、合計16日間の食事を調べ、そ

こから計算された食品群・栄養素の摂取量を比較基準（ゴールドスタンダード）として、BDHQ から計算される

数値の妥当性を比較検討しました。調査日は、各季節から 4 日間（平日が 3 日間と週末が 1 日間で、特別な

行事が入ったり、病気などで特別の食事になったりした日を除く）、合計 16 日間が選ばれました。 
結果は、集団平均値の差ならびに個人間ランキングの指標としての相関係数を用いて表現され、実測値

（粗値）だけでなく、エネルギー済み調整値も用いてこれらの検討が行われました。 
これらの論文では、DHQ についても同時にその妥当性が検討され、BDHQ の妥当性との比較が行われま

した。 
詳しくは、ぜひ、原文をお読みいただきたくますよう、お願い申し上げます。原文の pdf ファイルは下記まで

メイルなどでご依頼ください。 
論文抄録の和訳と簡単な紹介を現在作成中です。できるだけ早期にお知らせできるよう、現在、作業を進

めています。よろしくお願い申し上げます。 
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【以上】 
この内容は予定なく変更することがあります。あらかじめご了解ください。 


